
	

	

平成２９年度開発手法	

	

障害者（要支援者）を理解し、支援方法を検討するための手がかりとなる	

	

『障害者（要支援者）家族向けＬＯＤＥＳＴＡＲ（ロードスター）チャート図』	

	

の使い方	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	

特定非営利活動法人災害ボランティアネットワーク鈴鹿	
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１．	 目的	

	 障害者、とりわけ発達障害や精神障害など目に見えにくい障害者については、

行政職員、社協職員、民生委員でさえ十分な知識・認識がない場合が多い。ま

してや一般住民で、これらの障害について深い理解を持つ人は少ない。 
	 そんな中で、これらの障害を持つ方々が災害発生時、上手く逃げることがで

きるだろうか。また、避難所へ到達できたとして、どうやったらそこで避難生

活を送ることができるのだろうか。これらを知る人々はあまりにも少ない。 
	 このような状況を解決・改善せずに、障害者を避難所へ収容することが可能

といえるのだろうか。 
	 行政では災害時要支援者支援計画の中で「福祉避難所」の指定を行っている

が、普段でさえ定員いっぱいの施設が多い中で、これらを福祉避難所に指定す

るだけで災害時に機能すると考えているのだろうか。施設建物が被災するケー

スも想定されるが、それよりも施設職員が被災して職員不足となる場合も懸念

される。 
	 一方、障害者を抱える家族たちの中には、あまりにも無理解・無関心な周囲

を見て孤独感に苛まれ、また、対応不足な行政の状況に絶望感を抱き、そこか

ら目を背けよう（考えたくない）と逃避する方々もいる。 
 
このチャート図は、次のような目的のため考案された。 

① 障害者自身やその家族が抱える「災害発生時の困りごと・不安」について、

可能な限り詳細に調査する。また調査を通して障害者を抱える家族の覚悟や

意識改革を促す。 
② 可能な限り①の情報の可視化と情報の共有化を図る。共有化はまず障害者の

家族同士の相互共有から始める。 
③ 前述①の情報を、行政職員、社協職員、民生委員、自治会リーダーなど、障
害者やその家族が災害時等に頼れる可能性を持つ地域人材に見てもらい、障

害者（とりわけ“目に見えない困難”を抱える障害者）の困りごとやニーズ

に関してより深く理解してもらう。 
④ 最終的な目標は、前述①〜③の内容を、地域コミュニティで取り組み、災害

時にも平時にも強い見守り体勢構築につなげることである。 
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２．	 チャート図の活用方法	

（１）第１段階：障害者を抱える家族が自分の家の問題としてやってみる	

●チャート図の外辺の８つの項目に関し、障害者を抱える家族一軒一軒がそれ

ぞれ自分の家のことを考えて、ポストイットに書き出してみる。 
●家族に障害の状況を冷静に見つめさせることで、災害困難時の艱難から目を

背けさせないようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 ちなみに次ページの表は、「避難所で困ること、想定されるトラブル」につい

ての質問に対し、鈴鹿市療育センターに子どもを通所させている親２１名から

の回答結果である。 
	 この内容から見ても、チャート図の枠組みが的を得たものであることがわか

る。 
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（２）比較的交流を図りやすい環境にいる障害者家族が一堂に会して、ワーク

ショップスタイルでやってみる	

●（１）の作業を障害者家族のグループで、ワークショップスタイルでやって

みる。各人「１項目毎に１枚のポストイット」に記入し、模造紙に描かれたチ

ャート図の上の該当する場所に貼りこんでいく。 
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●各項目毎にお互いの意見を報告・発表しあい、障害者家族同士での共有を図

る。 
 
（３）障害者家族の出した意見を近隣住民たちが勉強会で学ぶ	

●前述（１）や（２）で、障害者家族から出された意見等の結果を題材として、

それらを行政職員、社協職員、民生委員、自治会リーダーなど、障害者やその

家族が災害時等に頼れる可能性を持つ地域人材に見てもらい、障害者（とりわ

け“目に見えない困難”を抱える障害者）の困りごとやニーズに関してより深

く理解してもらう。 
●また、障害に関しても、その概況を学んでもらう（下図参照）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●学んでもらった後には、ワークショップで「支援方法」や「災害発生時の注

意点（次表参照：鈴鹿市での検討事例）」などを考えてもらう。支援計画書案（次々

表参照）を検討することも 
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（４）障害者家族と近隣住民とが一堂に会して、ワークショップスタイルでや

ってみる	

●障害者本人及び障害者家族と、地域のリーダーや近隣住民が一堂に会して支

援のニーズや支援方法を検討するという段階が、一応の最終目標となる。ここ

まで漕ぎ着けられたならば、公設避難所以外に『私設の任意の避難所』の開設

や運営が可能なレベルが近づく。 
●支援計画書（次表及び次々表の事例参照）も検討することにも挑戦したい。 
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